
 

第 66 回⽇本神経学会学術⼤会 終了の御礼 

 
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
このたびは⼤阪において開催いたしました第 66 回⽇本神経学会学術⼤会にご参加賜り、誠にありがとうござ
いました。現地参加約 5,800 名、Web 視聴を含めて約 9,200 名を超える多くの皆様にお集まりいただき、盛
会のうちに終了することができました。⼤会⻑・副⼤会⻑として⼤任を無事に務め上げることができましたの
も、ひとえに皆様の温かいご⽀援の賜物と深く感謝申し上げます。 
⼤会テーマは「神経学が拓く未来社会」と定め、種々のセッションを準備いたしました。また、特別シンポジ
ウムおよび展⽰では神経学の始祖であるシャルコー（Charcot）と⼤阪⼤学の開祖である緒⽅洪庵を取り上げ、
神経学の過去を顧みる機会ともいたしました。ご参加の皆様にとって本⼤会が有意義なものとなりました 
なら幸甚に存じます。 
ここに、第 66 回学術⼤会の全⽇程が無事終了しましたことのご報告とともに、⼤会を⼤いに盛り上げてくだ
さった皆様に重ねて⼼より御礼申し上げます。 
皆様のますますのご活躍とご健勝をお祈りいたします。 

謹⽩ 
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